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空のとても好きな男がいた。ある場所でなんとなく顔を会わしているうちに、
顔見知りになりいつの間にか男には仲間の数が増えて行った。次に男は特に飛
行機に興味をもった。男は一人で飛行場に出掛けるときもあれば、仲間の誰か
を誘っては飛行場へ出掛けた。

そして、男は飛行場でたくさんの飛行機を見ていることが多くなった。男は
飛行場で飛行機を見ている人達とも仲良くなった。そうして男を通じて、また
その仲間たちを通じての交流が続いた。こうしてさらに大きな『空』の大好き
な仲間たちが形成されて行った。次第に『空』の大好きな仲間たちの中でもあ
る変化が見られた｡もちろん､その中には次第に顔を見なくなるものも存在した。

これらの仲間の中には太陽や雲や星に興味をもっているもの、鳥をみている
もの、空の色の変化を見ているもの、飛行機の整備士や設計者やスチュワーデ
スになる夢をもつもの…、etc.がいた。けれども『空』が好きで好きでたまら
ないことだけは共通していた。そして男は「パイロット」になりたくなった。

男はパイロットになるために今度は一人だけでその勉強をした。そうして男
が『空』の大好きな仲間たちの集まる場所や飛行場へ出掛けることも少なくな
って行った。こうしてさらに時間が過ぎていった。ついに男は念願のパイロッ
トになることができた。そのことを男は仲間たちに伝えるために意気込んで久
しぶりにいつもの場所へ出掛けて行った。いつもの場所ではまだ仲間たちが集
まっていた。

仲間たちは久しぶりに男を見て喜び、男がパイロットになれたことを喜んで
くれた。男はそこに来なくなった仲間たちの噂を聞いた。それぞれの目標を見
つけて旅立ったものや消息不明のものなど男が来ないうちにも何か変化があっ
たことを男は知った。ここに集まっている仲間たちも次第に目標をもち始めて
いることに男は気づいた。そして男はこれからは飛行機に乗って世界を飛び回
るつもりでこの場所では会えなくなることを集まっていた仲間たちに伝えた。
仲間たちはそれを聞いて寂しそうな表情を一瞬見せたが、男とは『空』を通じ
て、いつかどこかで会える時を期待して待っているといった。

いま男はパイロットとなって飛行機に乗っている。世界各地でかつての仲間
たちと出会うことがあった。かつての仲間たちは現在は空を題材とした写真家
や画家や小説家になっていたもの、鳥の飼育をしているもの、天体観測をして
いるもの、飛行機の整備士や設計やスチュワーデスをしているもの、男と同じ
くパイロットになっているもの、相変わらず空を見ているもの…、etc.がいた。

今は別々の道を歩んでいるがやはり『空』の仲間たちは空が大好きだった。
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